
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ァ
キ
ュ

【
も
く
じ
】

は
じ
め
に

―
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
実
態

二
改
革
へ
の
序
曲

む
す
び

ル
テ

渡

辺

二
七
五

和

子41
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第
三
共
和
政
初
期
の
教
育
改
革
は
、
共
和
主
義
的
な
文
化
統
合
に
む
け
た
知
の
制
度
化
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、

普
仏
戦
争
と
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
余
儘
さ
め
や
ら
ぬ
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
第
三
共
和
政
は
、
誕
生
の
経
緯
か
ら
し
て
、
二
つ
の
課
題
を

フ
ラ
ン
ス
の
科
学
を
振
い
興
し
て
ド
イ
ツ
に
追
い
つ
く
こ
と
、
共
和
主
義
的
な
国
民
形
成
に
よ

の
が
、
広
義
の
歴
史
家
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
統
一
を
図
る
こ
と
の
二
つ
で
あ
る
。
こ
の
二
課
題
は
、
教
育
改
革
と
し
て
具
体
化
す
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
献
身
し
た

す
で
に
触
れ
た
。

本
稿
は
、
改
革
を
必
定
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
、

二
節
で
、

と
り
わ
け
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ

（
単
科
大
学
）

の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的

(
2
)
 

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
実
態
が
、
文
・
理
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
を
中
心
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
第

一
八
六

0
年
代
に
始
め
ら
れ
た
教
育
改
革
が
素
描
さ
れ
る
。
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、

れ
た
教
育
改
革
の
背
景
を
よ
り
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
本
稿
は
、
筆
者
に
と
っ
て
不
可
欠
の
作
業
で
あ
る
。

(
l
)

渡
辺
和
行
「
一
九
世
紀
後
半
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
家
と
高
等
教
育
改
革
」
『
思
想
』
第
七
九
九
号
、
一
九
九
一
年
。

(
2
)
周
知
の
ご
と
く
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
機
関
は
、
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
と
高
等
専
門
学
校
か
ら
成
り
た
っ
て
い
る
が
、
歴
史
学
と
い
う
窓
を
通
し
て
見
た
高
等

専
門
学
校
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
和
行
「
科
学
と
祖
同
」
、
谷
川
稔
そ
の
他
『
規
範
と
し
て
の
文
化
』
（
平
凡
社
、
一
九
九

0
年
）
所
収
、
を
参
照
さ

れ
た
い
。

と
し
て
い
る
。
第
一
節
で
、

も
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
課
題
と
は
、

は

じ

め

に

わ
れ
わ
れ
は
第
三
共
和
政
前
期
に
展
開
さ

二
七
六
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一九世紀フランスのファキュルテ（渡辺）

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
理
念
や
学
制
改
革
案
が
表
明
さ
れ
た
。
自
由
主
義
的
知
育
主
義
の
公
教
育
を
掲
げ
る
コ

ン
ド
ル
セ
案
や
、
統
制
主
義
的
訓
育
主
義
を
標
榜
す
る
ル
ペ
ル
チ
エ
案
を
両
極
と
し
て
、
タ
レ
イ
ラ
ン
、
ラ
カ
ナ
ル
、
ド
ヌ
ー
、
フ
ル
ク

ロ
ワ
な
ど
の
多
様
な
改
革
案
が
提
出
さ
れ
た
。
ま
さ
に
今
日
、
「
フ
ラ
ン
ス
公
教
育
政
策
の
源
流
」
（
吉
田
正
晴
）
と
称
さ
れ
る
白
熱
し
た

つ
あ
り
、

ロ
シ
ア
と
オ
ラ
ン
ダ
の
大
学
は
、

「
フ
ラ
ン
ス
に
は
高
等
教
育
は
存
在
し
て
い
な
い
」
。
こ
れ
は
歴
史
家
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
モ
ノ
ー
が
、

で
述
べ
た
言
葉
で
あ
る
。
た
し
か
に
今
日
的
意
味
で
の
ユ
ニ
ヴ
ェ
ル
シ
テ

の
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
少
し
く
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
二
ニ
の
大
学
が
廃
止
さ
れ
（
一
七
九
三
年
）
、

の
分
野
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
第
一
帝
政
の
時
代
に
作
ら
れ
た
構
造
が
、
ほ
と
ん
ど
変
化
す
る
こ
と
な
く
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
経
緯
を
追
っ
て
み
よ
う
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
は
中
世
的
な
る
も
の
の
一
切
を
否
定
し
退
け
た
が
、
大
学
組
織
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
中
世
社
会
に
起
源
を
も

ち
、
旧
制
度
末
に
は
沈
滞
し
き
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
は
、
革
命
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
自
然
科
学
の
影
響
を
拒
み
続
け
る
医
学
部
や

自
然
法
も
教
授
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
法
学
部
に
、
死
亡
宣
告
が
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ド
ロ
が
ロ
シ
ア
の
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
ニ
世
に
、

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
制
度
で
は
な
く
て
、

ド
イ
ツ
の
大
学
制
度
を
モ
デ
ル
と
す
べ
き
で
あ
る
と
助
言
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
も
、

旧
制
度
下
の
大
学
の
沈
滞
は
表
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
一
八
六

0
年
代
ま
で
続
き
、

ド
イ
ツ
語
が
世
界
の
学
術
用
語
と
な
り
つ

(
4
)
 

フ
ラ
ン
ス
か
ら
で
は
な
く
て
ド
イ
ツ
か
ら
教
授
を
招
聘
し
て
い
る
有
様
で
あ
っ
た
。

テ
が
設
け
ら
れ
て
以
降
、

一
八
九
六
年
七
月
ま
で
、

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
実
態

（
総
合
大
学
）

二
七
七

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
っ
て
独
立
し
た
フ
ァ
キ
ュ
ル

フ
ラ
ン
ス
に
は
言
葉
の
厳
密
な
意
味
で
の
大
学
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
高
等
教
育

が
フ
ラ
ン
ス
に
誕
生
し
た
の
は
、

一
八
九
六
年

一
八
七
四
年
頃
に
私
立
政
治
学
院
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っ
た
。

議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
革
命
期
に
表
明
さ
れ
た
も
ろ
も
ろ
の
教
育
理
念
は
、

を
と
も
に
し
た
。

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
革
命
の
転
変
と
と
も
に
革
命
期
の
諸
憲
法
が
た
ど
っ
た
運
命
と
同
様
で
あ
っ
た
。

命
期
に
は
、
諸
科
学
の
全
体
に
寄
与
す
る
百
科
全
書
的
な
教
育
制
度
が
志
向
さ
れ
つ
つ
も
、
高
等
教
育
の
抜
本
的
改
革
は
実
現
さ
れ
ず
、

一
七
九
五
年
に
、
高
等
師
範
学
校
と
理
工
科
学
校
の
創
立
を
み
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
少
数
の
超
エ
リ
ー
ト
を
養
成
す
る
高
等
専
門

学
校
と
一
般
エ
リ
ー
ト
を
対
象
と
し
た
大
学
と
い
う
、
高
等
教
育
の
二
重
構
造
が
築
き
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
の
重
要
性
を
、

こ
の
「
帝
国
大
学
」
と
は
、
中
央
集
権
的
な
単
一
の
行
政
機
関
で
あ
り
、
今
日
、

の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
大
学
に
相
当
し
た
の
は
、

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
、
一
八

0
八
年
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。
神
・
法
・
医
・
文
・
理
の
五
つ
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
が
あ
っ
た
。
法

科
と
医
科
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
、
旧
制
度
下
の
法
学
校
や
医
学
校
の
名
称
替
え
に
す
ぎ
な
か
っ
た
し
、
文
科
と
理
科
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
、

新
設
で
は
あ
る
が
、

そ
の
前
身
は
旧
制
度
下
の
人
文
学
部
で
あ
っ
た
。

一
九
世
紀
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
数
と
創
立
し
た
年
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

理
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
各
ア
カ
デ
ミ
ー
に
一
っ
ず
つ
あ
っ
た
が
、
法
科
と
医
科
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
、

と
が
分
か
る
。

以
前
に
、

表
ー
は
、

し
か
し
こ
の
八
法
科
と
三
医
科
は
、

こ。t
 フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
近
代
的
大
学
の
土
台
は
、

一
五
の
ア
カ
デ
ミ
ー

一
九
世
紀
を
通
じ
て
強
め
ら
れ
こ
そ
す
れ
、
弱
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
「
帝
国
大
学
11

ナ
ポ
レ
オ
ン
学
制
」
に
よ
っ
て
据
え
ら
れ

（
大
学
区
）

そ
れ
ぞ
れ
八
つ
と
三
つ
し
か
な
い
こ

す
べ
て
一
八

0
三
年
と

0
四
年
に
設
置
さ
れ
た
の
に
た
い
し
て
、
文
・
理
フ
ァ
キ
ュ

ル
テ
は
、
第
一
帝
政
・
七
月
王
朝
•
第
二
帝
政
の
三
つ
の
時
期
に
ま
た
が
っ
て
、
約
三
分
の
一
ず
つ
整
備
さ
れ
て
き
た
と
い
う
違
い
が
あ

こ
の
こ
と
は
、
文
科
と
理
科
の
教
育
が
、
法
科
や
医
科
の
教
育
よ
り
も
軽
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
一
八
七

0
年

五
つ
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
を
擁
し
た
の
は
パ
リ
の
み
で
あ
り
、
他
の
都
市
は
二
＼
四
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
表
か
ら
、

一
八
六

0
年
以
前
に
は
、

文
・

に
設
け
ら
れ
た
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
で
あ
っ
た
。
こ
の

一
八
〇
六
年
、

視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
二
重
構
造
は
、

そ
れ
を
主
張
す
る
政
治
勢
力
の
消
長
と
休
戚

し
た
が
っ
て
革

わ
れ
わ
れ
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
大
学
と
は
無
縁
の
も

わ
れ
わ
れ
は
無

二
七
八
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一九世紀フランスのファキュルテ（渡辺）

表 I 19世紀フランスのファキュルテの創立年と大学数

（＊印の横の年数が創立年）

------------法 科 文 科 理 科 医 科
,,6、
計口

1 ノゞ リ * 1804 * 1809 * 1808 * 1803 4 

2 ェクス，マルセイユ * 1804 * 1846 * 1854 3 

3 ブザン ソ ン * 1809 * 1845 2 

4 ボ ）レ ド * 1870 * 1838 * 1838 * 1878 4 

5 カ ン * 1804 * 1810 * 1810 3 

6 クレルモン＝已フェラン * 1854 * 1854 2 

7 プ―,, イ ジ ヨ ン * 1804 * 1810 * 1838 3 

8 ドゥーエ， リール * 1865 * 1856 * 1854 * 1876 4 

， グルノープル * 1804 * 1847 * 1811 3 

IO リ ヨ ン * 1875 * 1838 * 1834 * 1877 4 

11 モ ンペ リ 工 * 1878 * 1838 * 1808 * 1803 4 

12 ナ ン シ * 1864 (1804) * 1854 * 1854 * 1870 (1803) 4 

13 ポワ テ イ 工 * 1804 * 1845 * 1854 3 

14 レ ン ヌ * 1804 * 1838 * 1840 3 

15 トゥールーズ * 1804 * 1810 * 1810 3 

合 計 13 15 15 6 

出典 Albert Dumont, Notes sur l'enseignement superieur en France, RIE, 8 

(1884), pp.194-203. より作成。

注 ．． 

七
九

神学ファキュルテは省略したが，カトリック系 5 (パリ・ボルドー・エクス・

ルーアン・リヨン），プロテスタント系 2 (パリ・モントーバン）の計7である。

〈12 ナンシー〉の項の（ ）は，ストラスブールのファキュルテの創立年であ

る。

なお法科と医科は，まず法学校と医学校として再建され， 1808年にファキュル

テに移行した。

10~3•4---607 (香法'91)
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初
期
の
文
学
士
号
は
、

一
種
の
上
級
バ
カ
ロ
レ
ア
で
あ
り
、

ヽ
こ
。

し

t

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
法
案
で
は
、
文
・
理
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
、

リ
セ
卒
業
者
で
も
合
格
し
え
た
よ
う
な

(
7
)
 

水
準
で
あ
っ
た
。
リ
ア
ー
ル
は
、
初
期
の
文
学
博
士
号
も
リ
セ
の
勉
強
で
十
分
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

キ
ュ
ル
テ
は
、

ま
さ
に
試
験
機
関
で
あ
り
、

し
か
し
、

お
の
お
の
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
有
機
的
な
繋
が
り
を
欠
き
、
共
通
の
原
理
や
共
通
の
目
的
も
も
た
ず
、
互
い
に
孤
立
し
て
存
在

し
て
い
た
。

と
も
あ
れ
こ
の
一
八

0
八
年
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
、

ス
の
高
等
教
育
を
特
色
づ
け
る
機
構
が
作
ら
れ
た
。
こ
の
制
度
的
二
重
構
造
は
、
機
能
と
役
割
の
二
重
構
造
を
も
意
味
し
た
。
実
用
的
な

職
業
教
育
（
法
・
医
）

と
一
般
的
な
教
養
教
育
（
文
・
理
）

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
と
高
等
専
門
学
校
の
併
存
と
い
う
、

コ
レ

一
九
世
紀
フ
ラ
ン

を
行
う
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
と
、
官
僚
・
軍
人
・
教
授
を
養
成
す
る
高
等
専
門
学

校
と
い
う
、
高
等
教
育
の
分
業
が
確
立
し
た
。
国
家
に
枢
要
な
人
材
の
育
成
は
、
高
等
師
範
や
理
工
科
学
校
が
担
当
し
、
少
数
の
超
エ
リ

ー
ト
の
養
成
に
国
家
が
尽
力
す
る
と
い
う
専
門
学
校
主
義
が
貫
か
れ
た
。

こ
の
た
め
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
、
低
い
地
位
に
甘
ん
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
神
・
法
・
医
の
三
つ
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
司

祭
・
法
曹
家
・
医
師
を
養
成
す
る
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。
文
・
理
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
リ
セ
の
延
長
で
あ
り
、
旧
制
度
下
の
人
文

学
部
と
同
じ
く
下
級
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
自
然
科
学
を
重
視
し
た
専
門
研
究
が
な
さ
れ
た
の
も
、
理
工
科
学
校
、

ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
、
自
然
史
博
物
館
と
い
っ
た
高
等
研
究
機
関
で
あ
っ
て
、
理
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
で
は
な
か
っ
た
。
医
科
フ
ァ
キ

ュ
ル
テ
は
、
科
学
の
発
達
に
み
あ
っ
た
努
力
を
ほ
と
ん
ど
し
な
い
保
守
的
な
組
織
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
存
在
理
由

か
つ
主
要
機
能
は
、
研
究
す
る
こ
と
に
で
は
な
く
て
、
法
科
や
医
科
の
よ
う
に
職
業
資
格
証
明
を
与
え
る
こ
と
か
、
文
科
や
理
科
の
よ
う

に
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
、
高
等
専
門
学
校
が
も
た
な
い
バ
カ
ロ
レ
ア
（
大
学
入
学
資
格
）
・
リ
サ
ン
ス
（
学

士
号
）
・
ド
ク
ト
ラ

（
博
士
号
）

な
ど
の
学
位
授
与
権
を
独
占
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

バ
カ
ロ
レ
ア
を
通
じ
て
、

と
く
に
バ
カ
ロ
レ
ア
の
審
査
に
携
わ
る
文
・
理
フ
ァ

リ
セ
や
コ
レ
ー
ジ
ュ
と
い
っ
た
中
等
教
育
と
密
接
に
結
び
つ
い
て

リ
セ
に
併
設
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
で
学
ぶ
こ
と
な
く
、

ニ
八
〇

さ
ら
に
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一九世紀フランスのファキュルテ（渡辺）

数
を
求
め
る
と
、

そ
れ
は
、
法
科
で
八
•
五
人
、
医
科
で
二
0
人
、
理

ァ
キ
ュ
ル
テ
の
数
に
よ
っ
て
、

I
 
I
 

―
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
当
た
り
の
平
均
教
授
表

高
等
教
育
機
関
の
教
授
数
の
一
覧
で
あ
る
。
表
ー
の
六
五
年
ま
で
の
フ

ず
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
教
育
を
一
瞥
し
よ
う
。
表

II
は、

一
八
六
五
年
の

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
、
教
育
面
で
も
予
算
面
で
も
貧
相
で
あ
っ
た
。
ま

歴
史
や
哲
学
も
、

1865年の高等教育機関の教授数

ュ
ル
テ
で
は
、

で
す
ら
、
リ
セ
の
文
科
と
文
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
に
は
「
標
準
的
な
五
教
科
」
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
哲
学
・
歴
史
・
外
国
語
・
文
学
・
文
法

で
あ
っ
た
。
ま
た
文
・
理
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
と
リ
セ
の
教
官
の
移
動
が
頻
繁
に
あ
っ
た
こ
と
も
、

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
人
文
主
義
的
な
古
典
教
育
を
重
視
す
る
リ
セ
の
教
育
が
、

ソ
ル
ボ
ン
ヌ

L
)

ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン

ニ八

高等教育機関 教授数（人）

神 たf-以， 28 

法 科 85 

医 科 61 

理 科 103 

文 科 I 79 

ファキュルテ合計 356 

コレージュ・ド・フランス 30 

高等師範学校[ 23 

+ U 文 屯re, ,u"f',. ・ 院 l 7 
j 

自 然史博物館 17 * 

出典 Weisz,The 

28. 

注：＊は1875年のデータである。

Eme1紹ence... , p. 

リ
セ
と
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
教
科
目
の
相
同
性
が
著
し
か
っ
た
。

バ
カ
ロ
レ
ア
の
試
験
科
目
数
と
ほ
ぼ
詞
じ
で
あ
っ
た
し
、
パ
リ
文
科
フ
ァ
キ
ュ

や
高
等
師
範
学
校
で
も
、
古
典
や
文
学
の
講
座
が
過
半
数
を
占
め
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
文
科
フ
ァ
キ

（
教
授
資
格
試
験
）

っ
て
栓
桔
と
な
っ
た
。
文
科
の
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
の
試
験
科
目
も
、
「
標
準
的
な
五
教
科
」
で
あ
っ
た
。

目
に
応
じ
た
学
問
分
野
に
、
自
己
の
研
究
を
限
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
古
典
的
教
養
の
項
視
と
い
う
教
育
の
影

響
を
受
け
、
古
代
の
歴
史
や
哲
学
が
中
心
で
あ
っ
た
。
歴
史
に
お
い
て

は
、
こ
の
人
文
主
義
的
教
育
の
影
響
は
、
偉
大
な
時
代
や
偉
人
、
君
主

な
ど
に
注
目
す
る
政
治
史
と
し
て
現
れ
た
。

ル
テ

（
以
下
、

に
な
っ
て
い
た
。
文
・
理
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
教
授
数
は
、

こ
の
た
め
文
・
理
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
で
は
、

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
に
も
反
映
せ
ざ
る
を
え
な
い
仕
組
み

こ
の
よ
う
な
傾
向
に
拍
車
を
か
け
る
一
因

た
と
え
ば
、

い
き
お
い
、

も
ド
ク
ト
ラ
も
、
古
典
学
の
範
囲
内
に
限
ら
れ
て
お
り
、
学
問
の
専
門
分
化
に
と

リ
セ
の
伝
統
的
教
科

一
八
七

0
年
頃
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以
上
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、
改
革
以
前
に
、

の
で
あ
る
。

て
い
る
。

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
教
授
養
成
シ
ス
テ
ム
の
問
題
で
あ
っ
た
。

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
に
は
、
研
究
者
を
養
成
す
る
機
構
は
な
か
っ
た

こ
の
よ
う
な
貧
弱
な
教
官
陣
の
立
て
な
お
し
が
、

の
ち
に
問
題
と

ソ
ル
ボ
ン
ヌ

L
の
教
授
は
、

2
)
 
こ。
(
l
 

っ
t

一
八
一
四
年
に
八
名
、

一
八
三

0
年
に
―
二
名
と
な
り
、

ソ
ル
ボ
ン
ヌ

L
す
ら
、
当
初
は
、

科
で
六
・
八
人
、
文
科
で
五
・
ニ
人
と
な
る
。
こ
こ
で
も
、
法
科
と
医
科
の
優
越
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

ュ
ル
テ
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
四
＼
六
名
の
教
授
が
配
置
さ
れ
、
す
べ
て
の
科
目
を
講
義
し
た
。

担
当
し
た
り
、
地
方
の
理
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
で
は
、
植
物
学
・
動
物
学
・
地
質
学
を
一
人
の
教
授
が
担
当
す
る
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。

憲
法
・
法
制
史
•
海
法
が
教
え
ら
れ
て
い
る
法
科
は
、

ど
こ
に
も
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
、
歴
史
と
地
理
を
一
人
の
教
授
が

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
教
授
三
名
と
リ
セ
の
文
学
教
授
三
名
の
六
名
し
か
い
な
か
っ
た
。

一
八
三

0
年
の
パ
リ
以
外
の
文
・
理
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
教
授
数
は
、
文
科
で
二
三
人
、

も
、
文
科
で
六

0
人
、
理
科
で
六
二
人
し
か
い
な
か
っ
た
。

っ
た
と
い
う
。
本
来
、

一
八
七
六
年
で
も
、

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
教
授
に
な
る
た
め
に
は
、
博
士
号
の
取
得
を
要
件
と
し
て
い
た
。

得
と
の
間
に
は
、
厳
密
な
結
び
つ
き
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
博
士
号
は
、
学
間
研
究
の
成
果
と
は
見
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
学
間
研
究
は
、

リ
以
外
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
で
は
、
教
員
選
考
の
規
準
で
は
な
か
っ
た
。

表
II
と
表
III
の
教
授
数
を
比
較
す
る
と
、

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
増
設
・
助
教
授
職
の
設
置
・
講
座
の
新
設
と
い
っ
た
第
三
共
和
政
の
諸
改
革
に
よ
っ
て
、
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
(ls) 

の
教
授
数
は
激
増
す
る
（
表
Ill)
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
助
教
授
職
の
設
置
に
よ
っ
て
、
七
七
年
に
、
四
七
人
の
助
教
授
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

二
0
年
の
間
に
法
科
で
ニ
・
五
倍
、
理
科
で
二
倍
、
文
科
で
ニ
・
八
倍
、
医
科
で
六
倍
と
な
っ

そ
れ
は
、
講
座
や
講
義
科
目
の
充
実
と
な
っ
て
現
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
後
、
半
世
紀
、
教
授
数
は
同
数
の
ま
ま
で
あ

理
科
で
三

0
人
し
か
お
ら
ず
、

パ
リ
を
除
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
教
授
数
は
一
五
九
人
で
あ

し
か
し
教
授
職
と
博
士
号
取

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
で
開
講
さ
れ
る
講
義
の
内
容
と
講
義
数
は
不
十
分
で
あ
り
、

教
授
が
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
教
授
を
兼
任
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
の
教
授
や
英
語
の
教
授
の
い
な
い
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
も
、

リ
セ
の

そ
れ
ぞ

一
般
に
文
・
理
フ
ァ
キ

ニ
八

五
二
年
で。ヽJ
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一九世紀フランスのファキュルテ （渡辺）

表III 1884年ファキュルテの教授数（人） と予算（フラン）

-----------法 科 理 科 文 科 医 科 ム 計ロ

1 ェクス，マルセイユ 15 14 ， 38 

2 ブザン ソ ン 10 13 23 

3 ボ 1レ ド 14 15 18 50 97 

4 力 ン 15 11 14 40 

5 クレルモン＝フェラン 8 11 19 

6 デ イ ン‘／‘‘ ヨ ン 1:3 8 13 34 

7 ドゥーエ， リール 17 12 15 45 89 

8 グルノーブル 14 11 8 33 

， リ ヨ ン 15 20 19 64 118 

10 モ ンペ リ 工 14 16 15 43 88 

11 ナ ン シ 14 17 12 41 84 

12 ノ‘゚ リ 34 38 38 120 2:30 

13 ポワ テ イ 工 13 ， 11 33 

14 レ ン ヌ 15 ， 11 35 

15 トゥールーズ 17 14 18 49 

合 叶 210 212 225 363 1,010 

:f ti 1,739,740 2,116,945 1,397,475 2,804,715 8,058,875 

出典 Dumont, Notes sur I'enseignement superieur ... , pp. 205 206. より作成。

ニ
八

ル
テ
の
例
と
し
て
、

リ
ヨ

か
っ
た
。

地
方
フ
ァ
キ
ュ

学
の
講
座
は
ほ
と
ん
ど
な

ス
ク
リ
ッ
ト
語
・
東
洋
哲

ょ、
,1_~ 
文
科
フ
ァ
キ
ュ

ス
ラ
ヴ
研
究
・
サ
ン

ル

フー
に

た
ほ
ど
で
あ
る
。

地
方
の

ツ
語
を
知
る
必
要
が
あ
っ

研
究
す
る
た
め
に
は
ド
イ

た
め
に
、

フ
ラ
ン
ス
語
を

り
良
く
研
究
さ
れ
て
い
た

い
て
よ
り
も
ド
イ
ツ
で
よ

ょ、
,
1
ー

フ
ラ
ン
ス
本
国
に
お

こ。t
 
フ
ラ
ン
ス
語
の
歴
史

が
同

の
講
座
で
あ
っ

は
ヽ

英
語
と
イ
タ
リ
ア
語

リ
エ
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
で

れ
二
つ
あ
っ
た
。

モ
ン
ペ

10---3•4- 611 (香法'91)
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か
っ
た
。

パ
リ
理
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ

ン
の
理
科
と
文
科
の
講
座
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

化
学
・
地
質
学
・
動
物
学
・
植
物
学
）
、
文
科
は
五
講
座
（
哲
学
・
歴
史
・
古
代
文
学
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
外
国
文
学
）

歴
史
と
地
理
、
ギ
リ
シ
ア
研
究
と
ラ
テ
ン
研
究
と
い
っ
た
よ
う
に
、
地
方
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
教
育
が
専
門
分
化
を
と
げ
る
の
は
一
八
八

0

年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

一
八
七
四
年
で
さ
え
、

リ
ヨ
ン
の
理
科
は
七
講
座
（
純
粋
数
学
・
応
用
数
学
・
物
理
学
・

し
か
な
か
っ
（
誓

文
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
な
か
で
も
別
格
で
あ
っ
た
は
ず
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ

L
で
も
、

一
八
七
五
年
で
も
講
座
数
と
講
義
数
は
と
も
に
―
二
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

シ
ア
文
学
・
ラ
テ
ン
弁
論
術
・
ラ
テ
ン
詩
・
フ
ラ
ン
ス
弁
論
術
・
フ
ラ
ン
ス
詩
・
哲
学
・
哲
学
史
・
古
代
と
近
代
の
歴
史
・
古
代
と
近
代

一
八
七
五
年
の
―
二
講
座
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
詩
・
ラ
テ
ン
詩
・
フ
ラ
ン
ス
詩
・
ギ
リ
シ
ア
弁
論
術
・
ラ
テ
ン
弁

論
術
・
フ
ラ
ン
ス
弁
論
術
・
外
国
文
学
・
哲
学
・
哲
学
史
・
古
代
史
・
近
代
史
・
地
理
。

こ
こ
で
、

一
八
三

0
年
代
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
講
座
数
を
見
て
お
こ
う
。
な
ぜ
な
ら
ソ
ル
ボ
ン
ヌ

L
の
例
に
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
三

一
八
一
四
年
に
一
―
講
座
と
な
り
、

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
の
理
科
は
五
講
座
、

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
講
座
数
は
、

七
月
革
命
後
、

テ
の
な
か
で
最
古
参
の
ブ
ザ
ン
ソ
ン
で
も
、
三

0
年
代
に
は
、

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

四
講
座
（
歴
史
・
哲
学
・
ラ
テ
ン
弁
論
術
・
フ
ラ
ン
ス
弁
論
術
）

一
四
講
座
を
も
ち
、

カ
ー
ン
と
デ
イ
ジ
ョ
ン
の
理
科
は
四
講
座
、

っ
た
。
し
か
し
三

0
年
代
末
に
は
、
地
方
の
理
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
、

が
一
七
講
座
を
も
っ
て
い
た
が
、
内
容
的
に
重
複
す
る
も
の
も
あ
り
、
実
質
的
に
は
一
〇
講
座
に
整
理
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
講
座
は
、

ー
マ
法
・
民
法
・
刑
法
・
商
法
・
行
政
法
・
国
際
法
・
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
・
ロ
ー
マ
法
史
・
フ
ラ
ン
ス
憲
法
史
・
比
較
法
で
あ
る
。
地

（
以
下
、

ソ
ル
ボ
ン
ヌ

s)
よ、
,
1
 

口

七
月
革
命
ま
で
の
講
義
数
は
六
＼
九
で
あ
っ
た
し
、

ソ
ル
ボ
ン
ヌ

し
か
な

グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
理
科
が
三
講
座
と
い
っ
た
状
況
で
あ

五
か
ら
七
の
講
座
を
も
っ
た
。
法
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
で
は
、
パ
リ

モ
ン
ペ
リ
エ
と
リ
ヨ
ン
の
理
科
が
七
講
座
、

L
の
講
座
数
は
、

一
講
座
増
え
て
―
二
講
座
に
な
っ
た
。
地
方
の
文
科
フ
ァ
キ
ュ
ル

0
年
代
末
の
サ
ル
ヴ
ァ
ン
デ
ィ
の
改
革
以
後
、

の
地
理
。

一
八
三

0
年
頃
の
九
講
義
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ギ
リ

ニ
八
四
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一九世紀フランスのファキュルテ（渡辺）

レ
ガ
シ
オ
ン
合
格
者
の
平
均
年
齢
は
、

は
な
か
っ
た
。

ロ
ー
マ
法
・
民
法
・
刑
法
・
商
法
・
行
政
法
の
五
講
座
し
か
も
っ
て
い
な
い
が
、

講
座
の
法
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
も
あ
っ
た
。
医
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
で
は
、
パ
リ
が
二
八
講
座
、

(18) 

ル
が
一
四
講
座
を
も
っ
て
い
た
。
講
座
数
の
う
え
で
も
、
パ
リ
の
諸
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
が
優
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

リ
ア
ー
ル
は
、
第
二
帝
政
末
に
は
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
全
体
で
四

0
六
講
座
し
か
な
か
っ
た
が
、

設
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
動
き
は
、
す
べ
て
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
で
同
時
並
行
的
に
進
ん
だ
の
で
は
な
い
。
ゆ
っ
く
り
と
、

（叩）

し
か
も
、
パ
リ
、
リ
ヨ
ン
、
ボ
ル
ド
ー
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
と
い
っ
た
主
要
な
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
に
限
ら
れ
て
い
た
。

ラ
ン
ス
の
大
学
で
は
、
「
学
科
目
の
画
一
的
な
同
質
性
」
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

改
革
以
前
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
講
義
は
公
開
講
義
が
一
般
的
で
あ
り
、
堅
実
な
学
問
よ
り
も
雄
弁
に
喝
采
を
送
る
一
般
市
民
を
対
象
と

五）

し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
水
準
は
低
か
っ
た
。
医
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
す
ら
、
一
般
聴
衆
向
け
の
公
開
講
義
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ル
ナ
ン

も
述
べ
て
い
る
。
「
文
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
教
育
は
、
近
代
科
学
の
教
育
で
は
な
く
て
四
＼
五
世
紀
の
雄
弁
家
の
教
育
で
あ
る
」
。
し
か
も

文
・
理
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
に
は
、
今
日
的
意
味
で
の
学
生
は
存
在
せ
ず
、
匿
名
の
聴
衆
を
相
手
と
し
た
講
義
で
あ
っ
た
。
文
・
理
フ
ァ
キ
ュ

ル
テ
に
あ
っ
て
は
、
当
時
の
学
生
と
は
、
学
位
試
験
の
受
験
届
を
提
出
し
た
者
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
文
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
全
体
で
も

一
五

0
人
ほ
ど
、
理
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
全
体
で
は
一

0
0人
ほ
ど
し
か
学
生
は
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
に
は
、
高
等
師
範
の
学
生
（
ノ
ル
マ
リ
ア
ン
）

し
か
も
ノ
ル
マ
リ
ア
ン
は
、

一
八
六

0
年
代
末
で
も
、
文
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
が
非
ノ
ル
マ
リ
ア
ン
に
授
与
し
た
学
士
号
の
数
は
、

入
学
後
三
年
で
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
に
挑
戦
で
き
る
の
に
た
い
し
て
、

後
、
五
年
間
の
教
育
経
験
を
義
務
づ
け
ら
れ
、

方
の
多
く
の
法
科
は
、

が
享
受
し
え
た
リ
サ
ン
ス
や
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
の
た
め
の
課
程
(24) 

1
0
0ほ
ど
で
あ
る
。

そ
の
後
で
し
か
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
を
受
験
で
き
な
か
っ
た
。

ニ
八
五

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー

カ
ラ
デ
ィ
に
よ
れ
ば
、

ノ
ル
マ
リ
ア
ン
で
二
三
歳
、
非
ノ
ル
マ
リ
ア
ン
で
三
二
＼
三
四
歳
と
一

0
歳
近
く
の
開
き
が
あ
っ
ア
グ

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
学
生
は
学
士
号
取
得

一
九
世
紀
を
通
じ
て
フ

一
八
九

0
年
ま
で
に
二
ニ
一
の
講
座
が
新

モ
ン
ペ
リ
エ
が
一
六
講
座
、

こ
れ
ら
に
国
際
法
を
加
え
て
六

10-3•4- -613 (香法'91)
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こ
れ
ら
の
学
生
が
、

い
か
な
る
階
層
の
出
身
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、

の
が
表
lV
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
法
科
と
医
科
の
学
生
の
七
割
が
、

二
六

0
フ
ラ
ン
、

法
学
博

こ
の
階
層
差
は
、
学
位
取
得
の
受
験
料
に
も
反

゜

9
]
 

ワ
イ
ス
の
研
究
に
詳
し
い
そ
れ
に
よ
る
と
、

パ
リ
に
集
中
し
て
い
た
。

学
の
哲
学
講
義
に
集
ま
っ
た
学
生
（
「
真
の
学
生
」
）

8
)
 

六
年
の
こ
と
で
あ
る
。

に
驚
嘆
し
た
の
は
、

な
ん
と
一
八
八

表IV

リ
セ
の
教
師
で
あ
っ
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

こ
の
よ
う
な
ノ
ル
マ
リ
ア
ン
と
非
ノ
ル
マ
リ
ア
ン
の
格
差
ゆ
え
に
、

11

フ
ェ
ラ
ン
の
文
科
に
は
、
正
規
の
学
生
は
七
人
し
か
い
な
か
っ
た
。

っ
と
全
国
の
文
科
の
学
生
と
理
科
の
学
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
八
六
人
と
三
八
四
人
に
な
っ

元）

た
の
で
あ
る
。
一
八
七
九
年
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ

L
で
す
ら
、

過
ぎ
な
＞
。
し
か
も
こ
れ
ら
学
生
の
大
半
は
、

学
生
は
―
二

0
名
を
数
え
る
に

が
、
学
生
の
い
な
い
地
方
の
文
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
哲
学
講
義
と
比
べ
て
、

ド
イ
ツ
の
大

で
は
、
子

こ
れ
に
た
い
し
て
法
科
と
医
科
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
、
固
有
の
学
生
を
も
ち
、

そ
の
学
生
数
の
推
移
を
示
し
た
も

階
層
出
身
の
学
生
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
一
八
六
五
年
に
、
国
立
の
リ
セ
に
通
わ
せ
る
た
め
に
下
宿
さ
せ
る
と
、
年
に
七
三
九

フ
ラ
ン
、
公
立
コ
レ
ー
ジ
ュ
で
も
年
に
六
四
九
フ
ラ
ン
を
要
し
、
当
時
の
労
働
者
の
年
収
（
九

0
0＼
一
、

弟
に
高
等
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
は
、

と
理
科
の
学
生
よ
り
法
科
と
医
科
の
学
生
の
方
が
、
上
の
階
層
に
属
し
た
よ
う
で
あ
る
。

む
ず
か
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
間
で
も
、
階
層
差
が
存
在
し
、
文
科

映
さ
れ
て
い
た
。
表
＞
の
よ
う
に
一
八
五
四
年
後
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
医
学
博
士
号
を
取
得
す
る
に
は
一
、

士
号
で
五
六

0
フ
ラ
ン
、
文
・
理
の
博
士
号
で
一
四

0
フ
ラ
ン
必
要
で
あ
っ
た
。

今
日
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
正
規
の
学
生
登
録
が
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に
お
い
て
制
度
化
さ
れ
る
の
は
、
一
八
八
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
「
学
生
」

一
八
七
七
年
に
、
や

キ
ュ
ル
テ
の

「
学
生
」
は
、
な
か
な
か
増
え
な
か
っ
た
。

一
八
七
六
年
で
も
ク
レ
ル
モ
ン

五

た
の
で
あ
る
。

フ
ァ

二
0
0
フ
ラ
ン
） 一
般
に
豊
か
な

法科と医科の学生数の推移

（人）

年 数 法 科 医 科

18:36 4,935 2,334 

1846 4,132 1,052 

1855 3,2:"ll ,． , 

1865 4,913 1,766 

1875 5,239 2,629 

1890 4,570 5,843 

ニ
八
六

出典 Weisz, Tlze Em豆

j.[C:1/CC'... , p. 46, p. 49. 
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一九世紀フランスのファキュルテ（渡辺）

学
生
の
授
業
料
や
受
験
料
な
ど
の
収
入
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
。

一
八
三
八
年
以
前
の
よ
う
に
、

ニ
八
七

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
収
入
が
支
出
よ
り

テ
に
支
出
す
る
予
算
は
表
vI

一
八
六

0
年
代
に

「
こ
の
青
年
た
ち
が
、

(32) 

あ
る
。
ラ
ヴ
ィ
ス
の
讃
辞
か
ら
二
年
後
の
八
四
年
に
は
、

ジ
ェ
ル
ソ
ン
街
か
ら
三
六
名
の
ア
グ
レ
ガ
シ

オ
ン
合
格
者
を
出
す
に
い
た
り
、
研
究
者
の
養
成
と
い
う
点
で
も
、
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
が
高
等
師
範
の
独
占
を
突
き
崩
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
、

（
聞
）

改
革
派
の
意
気
も
高
か
っ
た
。

次
に
予
算
を
見
て
み
よ
う
。
予
算
の
う
え
で
も
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
、
劣
悪
な
条
件
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
て
い
た
。
政
府
が
、

（
次
ペ
ー
ジ
）

の
ご
と
く
で
あ
る
。
た
し
か
に
国
が
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
に
支
給
す
る
額
は
、

な
っ
て
増
加
し
、
七
七
年
の
歳
出
額
は
、
三
五
年
の
約
四
倍
、
六
七
年
比
で
も
二
倍
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
六
六
年
ま
で
、
実
際
に
は

政
府
は
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
に
二
二
万
一
千
フ
ラ
ン
し
か
支
出
し
て
お
ら
ず
、
全
予
算
三
八

0
万
フ
ラ
ン
の
う
ち
の
約
三
六

0
万
フ
ラ
ン
は
、

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
を
若
返
ら
せ
る
」
と
記
し
た
の
は
、

は
．
 

ヽ

五
四
七
人
、
理
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
学
生
は
一
、

0
八
九
人
と
一

0
倍
近
く
増
え
た
。

値
に
、
理
工
科
学
校
や
高
等
師
範
そ
の
他
の
文
・
理
系
の
学
生
数
を
合
算
す
る
と
、

三
、
九

0
0人
ほ

(30) 

そ
れ
で
も
八
、
九
四
一
名
の
学
生
を
擁
す
る
ド
イ
ツ
の
哲
学
部
の
半
数
に
満
た
な
い
。

し
か
し
前
年
の
八
二
年
に
は
、
正
規
の
学
生
を
対
象
と
し
た
閉
鎖
講
義
が
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に
導
入
さ
れ
、

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
教
育
は
、
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
。
歴
史
家
の
ラ
ヴ
ィ
ス
が
、
パ
リ
の
ジ
ェ
ル
ソ

ン
街
に
設
け
ら
れ
た
板
ば
り
の
仮
校
舎
で
始
ま
っ
た
「
真
の
学
生
」
を
対
象
と
し
た
閉
鎖
講
義
を
讃
え
、

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
の
こ
と
で

出典

表V

ど
に
な
る
が
、

こ
の
数

ソ
ル
ボ
ン
ヌ

L
の
学
生
は
七
三
八
人
と
な
っ
た
し
、

フ
ラ
ン
ス
全
体
で
も
文
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
学
生

は
、
高
等
師
範
以
外
で
、
研
究
者
を
方
法
的
に
養
成
す
る
試
み
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
八
三
年
に
、

の
誕
生
は
、

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
教
授
に
後
継
者
と
協
力
者
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

つ
ま
り
そ
れ

受験料（フラン）

ファキュル

＼ ノゞカロレア リサンス ドクトラ

文・理 60 100 72~140 120-140 

法 326 540 488560 508-560 

医 1,260 

Raphael et Gontard, !Jippo(vte Fortoul 

1851 1856 (Paris, 197G), p. 231. 
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の
予
算
と
比
較
す
る
と
、

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
貧
弱
さ
が
一
層

表
珊
の
一
八
五
一
年
の
高
等
専
門
学
校
そ
の
他
の
研
究
機
関

表VII

出典

表VIII

出典

人、

医
科
で
二
六
人
で
あ
っ
た
。
表
VII
の
平
均
予
算
額
を
、

Weisz, 

41. 

ス
に
よ
れ
ば
、

文
科
で
五
人
、

理
科
で
八
人
、

よ
う
で
あ
り
、

法
科
で
一
〇

各
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
平
均
教
官
数
は
、

Weisz, TJ比

41. 

Tiu: 

ワ
イ

て
い
る
。
予
算
は
、
教
官
数
に
比
例
し
て
配
分
さ
れ
て
い
る

ァ
キ
ュ
ル
テ
で
あ
り
、

理
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
五
倍
に
達
し

あ
る
。

一
番
多
く
支
給
さ
れ
て
い
る
の
は
、

や
は
り
医
科
フ

1865年ファキュルテヘの政府の

年平均支出額

番
少
額
で
あ
り
、

法科ファキュルテの二分の一ほどで

文科ファキュルテ 47,500フラン

理科ファキュルテ 55,000 

法科ファキュルテ 83,000 

医科ファキュルテ 280,380 

Eme11;ence .... p. 

1851年の高等専門学校等の予算

学 士 院 56:3,264フラン

自然史博物館 469,772 

高等師範学校 219,499 

コレージュ・ド・フランス 179,999 

Emerf.{ence ... , p. 

出
し
た
平
均
額
を
示
し
て
い
る
。
文
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
が

表
VII
は、

一
八
六
五
年
に
政
府
が
各
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
に
支

表VI

政
府
で
は
な
か
っ
た
。

ら
れ
た
と
き
も
、
建
物
を
負
担
し
た
の
は
市
当
局
で
あ
っ
て

八
六
四
年
に
ナ
ン
シ
ー
法
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
新
設
が
認
め

ス
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

二
六
万
フ
ラ
ン
の
余
剰
を
生
ん
で
お
り
、

国
が
潤
っ
た
ケ
ー

国
家
が
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
か
ら
利
益
を
得
て
い
た
時

代
も
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
表
IX
の
法
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
も
、

も
多
く
、

ファキ :1_ルテのf算（フラン）

年 数 予 算 額

1835 2,004,623 

七 月 E 政 期 2,876,018 

ケ先付 帝 政 期 2,836,471 

1854年法以後 3,6:33,308 

1867 3,828,821 

1870 4,215,521 

1871 4,300,000 

1873 4,444,921 

187り 5,124,581 

1877 7,799,180 

1878 79 8,625,330 

1884 9,199,665 

1889 11,391,495 

ニ
八
八

出典 Liard, Uniuen;ies ct Farnlt応，

pp. :14, 45 46. より竹汀戌。
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一九世紀フランスのファキュルテ （渡辺）

表IX 1877年ファキュルテの収入率と予算配分率（％）

-------法 科 文 科 理 科 医 科

収入 予算 収入 予算 収人 予算 収人 予算

1 J¥ リ 46 31 27 24 38 31 79 49 

2 エクス，マルセイユ 6 5 r` ） 4 6 5 

3 プ ザ ン ソ ン 2 3 2 3 

4 ボ ｝レ ド 8 7 8 7 6 6 

5 力 / ‘’ 5 7 6 6 4 5 

6 クレルモン＝フェラン 3 4 3 4 

7 デ イ ジ ヨ ン 3 6 4 4 3 3 

8 ドゥーエ，リール 5 5 7 7 6 r` ） 3 12 ， グ Jレ ノ ブ Jレ 3 5 3 4 1 4 

10 リ ヨ ン 3 6 6 8 5 7 1 ， 
11 モ ン ペ リ ユこ 4 5 J c- 6 13 17 

12 ナ ン シ 3 5 4 6 5 6 4 14 

13 ポ ワ テ イ 工 5 6 8 5 6 3 

14 レ ン ヌ 4 5 5 5 4 4 

15 卜 ウ Jレ ズ 10 10 8 7 6 7 

収入総額（フラン） 1,666,000 968,000 423,000 950,000 

予算総額（フラン） 1,406,000 1,036,000 1,670,000 1,720,000 

出典 Weisz, The Emergence ... , p. 39. より作成。

で
あ
り
、

ニ
八
九

購
入
雑
誌
二

0
誌
の
う

の
図
書
費
は
一
、

0
0
0
フ
ラ
ン

0
年
の
パ
リ
法
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ

一
八
六
九
I

七

弱
な
設
備
と
劣
悪
な
教
育
研
究
環

境
を
も
た
ら
和
。

10~3.4~617 (香法'91)

乏
し
い
予
算
は
必
然
的
に
、

貧

よ
う
な
状
態
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
、

目
を
覆
う

出
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
地
方

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

パ
リ
が
突

は
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
に
平
等
に
配
分

ホ
す
よ
う
に
、

実
際
に
は
、

予
算

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
表
IX
が

ァ
キ
ュ
ル
テ
の
全
予
算
に
等
し
か

の
予
算
は
、

こ、
,
1
 

ぷ
ノ

学
士
院
と
自
然
史
博
物
館

す
べ
て
の
文
・
理
フ

際
だ
つ
。
表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ



で
し
か
な
か
っ
た
。
ま
た
マ
ル
セ
イ
ユ
と
リ
ヨ
ン
の
理
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
で
は
、
図
書
費
は
ゼ
ロ
の
状
態
で
あ
っ
た
。

レ
ル
モ
ン
11

フ
ェ
ラ
ン
の
文
科
は
、
二
万
二
千
フ
ラ
ン
の
全
予
算
を
五
人
の
教
授
に
支
払
っ
て
費
消
し
た
。
地
方
の
理
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
、

い
た
建
物
を
あ
て
が
わ
れ
て
い
た
。
地
方
の
理
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
、
建
物
と
し
て
、
宮
殿
の
屋
根
裏
（
リ
ヨ
ン
）
、
台
所
や
召
使
の
部
屋

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
市
庁
舎
別
館
（
ボ
ル
ド
ー
）
、
老
朽
化
し
た
市
庁
舎
の
一
部
（
モ
ン
ペ
リ
エ
）
、
リ
セ
の
片
隅
（
リ
ヨ
ン
）
、
古
い

修
道
院
（
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
）
を
使
用
し
て
い
た
。

で
あ
っ
た
。
ド
ゥ
ー
エ
文
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
建
物
は
、
打
ち
捨
て
ら
れ
た
公
営
質
屋
で
あ
っ
た
。

階
段
教
室
が
あ
る
だ
け
で
、
小
講
義
室
や
演
習
室
を
も
つ
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。

く
て
リ
セ
の
教
室
よ
り
劣
っ
て
い
た
（
デ
ィ
ジ
ョ
ン
）
。
図
書
館
を
も
た
ぬ
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
も
多
く
、
仮
に
あ
っ
て
も
、
図
書
を
配
架
す
る

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
、
人
間
と
自
然
に
つ
い
て
の
知
の
蘊
奥
を
究
め
る
所
で
は
な
か
っ
た
。

テ
の
実
態
は
、
以
上
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

(36) 

で
あ
る
。

結
局
、

さ
ら
に
一
八
八
五
年
で
も
、

そ
の
階
段
教
室
も
、
地
面
の
下
に
作
ら
れ
て
暗
く
湿
っ
ぼ
か
っ
た
り
（
リ
ー
ル
）
、
狭
く
て
暗

ま
さ
に
「
フ
ラ
ン
ス
近
代
大
学
の
停
滞
」

(
I
)
 
G
a
b
r
i
e
l
 M
o
n
a
d
,
 D
e
 la 
possibilite d
'
u
n
e
 r
e
f
o
r
m
e
 d
e
 l
'
e
n
s
e
i
g
n
e
m
e
n
t
 superieur, 
R
e
v
u
e
 po!itique 
et 
litteraire, 
5
 (1 00 7
3ー

1
0
0
7
4
)
,
 

p. 

部
屋
が
な
い
か
、
管
理
す
る
司
書
が
い
な
い
か
で
あ
っ
た
。

（
田
原
音
和
）
と
要
約
し
う
る
状
況
が
、
存
在
し
た
の

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ァ
キ
ュ
ル

職
務
と
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
が
、

一
八
七
三
年
で
す
ら
、

こ
れ
は
文
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
が
、
公
開
講
義
を
主
要
な

ま
た
文
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
に
も
、
大

ソ
ル
ボ
ン
ヌ

S
の
設
備
は
一
八
四
七
年
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

に
も
、
満
足
の
ゆ
く
実
験
室
は
な
か
っ
た
。

ソ
ル
ボ
ン
ヌ

S
は
、
以
前
、
学
生
の
寝
室
と
台
所
と
し
て
使
わ
れ
て

光
熱
費
・
講
義
・
実
験
室
の
諸
経
費
と
し
て
一
、

八

0
0
フ
ラ
ン
で
満
足
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ソ
ル
ボ
ン
ヌ

S
に
も
自
然
史
博
物
館

一
八
五
五
年
の
ク

ち
、
外
国
の
定
期
刊
行
物
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
文
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
年
間
図
書
購
入
費
は
、

1
0
0
フ
ラ
ン

二
九
〇
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一九世紀フランスのファキュルテ （渡辺）

二
九

1
1
0
3
.
 
リ
ア
ー
ル
は
、
こ
の
モ
ノ
ー
論
文
を
「
真
に
予
言
者
的
な
ペ
ー
ジ
を
記
し
た
」
と
讃
え
て
い
る

(
L
o
u
i
s
L
i
a
r
d
,
 
U
n
i
v
e
1、sites
et 
F
a
c
u
l
t
勢

Paris,

1
8
9
0
,
 
p. 3
3
.
)

。

(
2
)
以
下
の
記
述
に
際
し
て
参
考
に
し
た
文
献
は
、
渡
辺
和
行
「
フ
ラ
ン
ス
実
証
主
義
史
学
の
文
献
案
内
」
『
香
川
法
学
』
第
八
巻
第
二
号
(
-
九
八
八
年
）

に
掲
げ
た
教
育
史
関
係
の
文
献
で
あ
る
。
と
く
に

G
e
o
r
g
e
W
e
i
s
z
,
 
T
h
e
 
E
m
e
r
g
e
n
c
e
 
o
f
 
M
o
d
e
r
n
 
U
n
i
v
e
1、sities

in 
F
r
a
n
c
e
 
1
8
6
3
-
1
9
1
4
 

(
P
r
i
n
c
e
t
o
n
,
 
1
9
8
3
)
;
 
A
n
t
o
i
n
e
 
P
r
o
s
t
,
 
H
i
s
t
o
i
r
e
 
d
e
 
l
'
e
n
s
e
i
g
n
e
m
e
n
t
 
e
n
 
F
r
a
n
c
e
 
1
8
0
0
-
1
9
6
7
 (Paris, 
1
9
6
8
)
;
 

T. N
.
 C
l
a
r
k
,
 
P
r
o
p
h
e
t
s
 

ミ
i
d
Pき
ミ
～
s
．．

T
h
e
F
r
c
}
i
(
1
~
(
‘
f
n
i
~
}（
3
忌

ミ

i
d
[
h
C
E
mミ
r
g
e
n
c
e
o
f
 
ti ~
 
e
 S
o
c
i
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
s
 
(
M
a
s
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s
,
 1
9
7
3
)
;
 
L
o
u
i
s
 
L
i
a
r
d
 ̀
L
9
 

e
n
s
e
i
g
葵
m
e
n
I
S
i
dさ
芯
ミ
、
ミ
1
F
rミミ、
C
I
7
8
9ー

I
8
9
3
(
P
a
r
i
s
,
1
8
8
4ー

1
8
9
4
)
;
 
L
i
a
r
d
,
 
U
n
f
r
e
r
s
i
t
e
s
 et 
F
a
c
tミ
努
．
そ
れ
に

V
i
c
t
o
r
K
a
r
a
d
y
の
諸

論
文
、
田
原
音
和
『
歴
史
の
な
か
の
社
会
学
」
（
木
鐸
社
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
は
有
益
で
あ
る
。

(
3
)
た
と
え
ば
ド
・
ラ
・
メ
ト
リ
が
一
七
三
三
年
に
卒
業
し
た
ラ
ン
ス
の
医
学
校
の
論
文
題
目
は
、
「
恋
愛
は
健
康
に
よ
い
か
」
、
「
牡
蠣
を
食
べ
る
と
き
に
は

白
ブ
ド
ー
酒
を
飲
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
か
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ド
・
ラ
・
メ
ト
リ
『
人
間
機
械
論
]
杉
捷
夫
訳
（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
八
年

版
）
九
ペ
ー
ジ
の
訳
者
解
説
。

(
4
)
 
G
e
o
r
g
e
s
 P
o
u
c
h
e
t
,
 
L
'
e
n
s
e
i
g
n
e
m
e
n
t
 s
u
p
e
r
i
e
u
r
 d
e
s
 s
c
i
e
n
c
e
s
 e
n
 A
l
l
e
m
a
g
n
e
.
 
R
e
v
u
e
 d
e
s
 d
e
u
x
 m
o
n
d
e
s
,
 8
3
 (
1
8
6
9
)
 

p`, 4
3
3
,
 
p. 4
4
9
.
 ~
 

下
、
こ
の
雑
誌
を

R
D
M
と
略
記
す
る
。

言
）
梅
根
悟
監
修
『
世
界
教
育
史
大
系

9

フ
ラ
ン
ス
教
育
史
』
同
『
世
界
教
育
史
大
系

26

大
学
史
』
（
講
談
社
、
一
九
七
四
ー
七
五
年
）
。
吉
田
正
晴

『
フ
ラ
ン
ス
公
教
育
政
策
の
源
流
』
（
風
間
書
房
、
一
九
七
七
年
）
。

(
6
)
な
お
革
命
期
に
、
近
代
的
な
大
学
を
設
立
す
る
最
初
の
試
み
と
も
い
う
べ
き
「
中
央
学
校
」
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
「
中
央
学
校
」
と
は
、
本
来
、
中
等

教
育
の
上
級
段
階
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、
「
も
し
こ
の
学
校
が
生
き
延
び
た
な
ら
ば
、
ち
ょ
う
ど
ド
イ
ツ
で
発
達
し
た
よ
う
な
系
統
的
な
研
究
職
の
出

現
、
組
織
的
研
究
体
制
の
出
現
を
も
た
ら
し
た
に
違
い
な
い
」
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
学
校
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
、
教
育
と
研

究
を
結
合
さ
せ
て
新
た
な
飛
躍
を
図
る
こ
と
は
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
ベ
ン
11

デ
ー
ビ
ッ
ド
因
研
学
の
社
会
学
」
潮
木
・
天
野
訳
、
至
誠
堂
、

一
九
七
四
年
、
―
二
七
ペ
ー
ジ
）
。
ま
た
一
九
世
紀
初
頭
の
仏
独
両
国
の
高
等
教
育
へ
の
対
応
も
異
な
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
科
学
者
に
よ
っ
て

指
導
さ
れ
た
知
識
人
が
大
学
の
廃
止
を
求
め
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
コ
ー
ル
と
専
門
化
さ
れ
た
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
を
要
求
し
た
。
と
こ
ろ

が
ド
イ
ツ
で
は
、
哲
学
者
と
人
文
学
者
に
指
導
さ
れ
た
知
識
人
が
「
啓
蒙
」
官
僚
の
じ
張
す
る
フ
ラ
ン
ス
型
の
高
等
教
育
改
晶
に
反
対
す
る
立
場
を
と
っ

た
。
ド
イ
ツ
の
知
識
人
の
関
心
は
、
大
学
の
地
位
向
上
に
あ
り
、
そ
れ
も
哲
学
部
（
フ
ラ
ン
ス
の
文
・
理
学
部
に
相
当
す
る
）
の
大
学
内
で
の
地
位
を
引
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一九世紀フランスのファキュルテ（渡辺）

れ
た
り
、
思
想
的
偏
向
と
い
う
理
由
で
、

ギ
ゾ
ー
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ミ
シ
ュ
レ
、

ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、

る
視
学
総
監
の
制
度
は
、

学
区
長
は
、

d
e
s
 S
c
i
e
n
c
e
s
 P
o
l
i
t
i
q
u
e
s
に
よ
っ
て
、
蘇
蘇
る
で
あ
ろ
う
。

二
九
五

フ
ァ
ル
ー
法
の
時
代
を
「
大
学
の
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
」

の
時
代
と

第
二
帝
政
期
の
教
育
政
策
の
特
徴
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
大
学
を
自
治
的
団
体
か
ら
官
僚
制
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
た
組
織
へ
と
変
え
た
こ

と
で
あ
る
。
公
教
育
大
臣
の
権
威
は
絶
大
で
あ
り
、
そ
の
権
限
は
、
大
学
区
長
と
視
学
総
監
の
二
つ
の
回
路
を
通
じ
て
行
使
さ
れ
た
。
大

い
わ
ば
教
育
界
の
県
知
事
で
あ
っ
た
し
、
視
学
総
監
は
、
中
等
教
育
と
高
等
教
育
の
監
督
に
当
た
っ
た
。
高
等
教
育
に
お
け

政
期
に
、
大
学
に
た
い
す
る
統
制
は
強
め
ら
れ
た
。
あ
る
同
時
代
人
は
、

呼
ん
で
い
る
し
、

記
し
て
い
（
年
。

そ
の
例
を
、

フ
ラ
ン
ス
独
自
の
も
の
で
あ
り
、

そ
の
重
要
な
職
務
は
、
教
職
員
の
勤
務
評
定
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
権
威
帝

リ
ア
ー
ル
は
「
第
二
帝
政
の
初
期
は
、
今
世
紀
の
公
教
育
が
通
過
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
最
悪
の
時
代
で
あ
っ
た
」
と

(
6
)
 

い
く
つ
か
挙
げ
よ
う
。
第
二
帝
政
は
、
「
ル
イ
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
一
八
日
」
に
反
対
し
た
五
四
名
の
教
授
と

1
0六
名
の
教
諭
の
逮
捕
か
ら
始
ま
っ
た
。

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
が
そ
れ
ま
で
も
っ
て
い
た
自
治
の
権
限
の
い
く
つ
か
は
、
国
家
に
と
り
あ
げ

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
教
授
任
免
権
が
公
教
育
大
臣
の
権
限
と
さ
れ
た
り
（
一
八
五
二
年
）
、
諮
問
機
関
で
あ
る
公
教
育

評
議
会
C
o
n
s
e
i
l
d
e
 !'Instruction p
u
b
l
i
q
u
e
の
構
成
が
変
わ
っ
て
、
大
学
人
は
少
数
派
と
な
り
（
二
八
人
中
の
八
人
）
、
そ
の
指
導
権

は
、
宗
教
人
や
視
学
総
監
や
大
学
区
長
の
手
に
移
さ
れ
た
り
、
第
一
帝
政
下
で
は
所
有
を
許
さ
れ
て
い
た
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
資
本
や
不
動

産
も
、
国
家
に
没
収
さ
れ
た
り
し
た
。
ま
た
自
由
主
義
の
一
掃
と
い
う
政
治
的
理
由
で
、

エ
ド
ガ
ー
ル
・
キ
ネ
ー
、

が
ロ
ー
マ
法
講
座
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
さ
れ
、

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
ク
ー
ザ
ン
、

ジ
ュ
ー
ル
・
シ
モ
ン
と
い
っ
た
著
名
な
哲
学
者
や
歴
史
家
が
教
壇
を
逐
わ

ソ
ル
ボ
ン
ヌ

L
の
哲
学
講
座
が
比
較
文
法
講
座
に
、

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

パ
リ
法
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
憲
法
学
講
座

し
か
も
文
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
教
授
は
毎
年
、
講
義
要
目
を
大
学
区
長
に
報
告
し
て
認
可
を

求
め
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
り
し
た
。
六
種
類
あ
っ
た
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
が
、
二
つ
に
再
編
さ
れ
た
の
も
同
様
の
理
由
に
も
と
づ
く
。

10-3•4-623 (香法'91)



（
一
八
五
六
I

六
三
在
職
）

こ
ゞ
、
t
ヵ

ヌ
S
に
生
理
学
、
自
然
史
博
物
館
に
古
生
物
学
、

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
テ
ン
文
学
教
授
ボ
ワ
シ
エ
は
、

ま
だ
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
。
産

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
教
育
は
注
目
を
集
め

フ
ォ
ル
ト
ゥ
ル
の
後
任
の
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ル
ラ
ン

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
に
碑
銘
学
な
ど
の
講
座
が
新
設
さ
れ
た
。

ソ
ル
ボ
ン
ヌ

と
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
余
り
効
果
を
あ
げ
ず
、

フ
ォ
ル
ト
ゥ
ル
の
高
等
教
育
改
革
は
失
敗
し
た
。
こ
の
時
期
、

ソ
ル
ボ
ン

世
史
・
近
代
史
を
三
年
で
教
え
る
）

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
に
学
生
と
充
実
し
た
講
義
を
与
え
る
こ

（
歴
史
で
あ
れ
ば
、
古
代
史
・
中

ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
合
格
者
に
小
講
義
を
す
る
資
格
を
与
え
た
り
、
法

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
教
授
の
要
件
（
三

0
歳
・
博
士
号
の

よ、
9

_

 実
行
し
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

フ
ォ
ル
ト
ウ
ル

一
八
五
一
年
に
公
教
育
大
臣
と
な
っ
た
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ル

ス
ト
・
ル
ナ
ン
が
、

そ
の
た
め
に
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
を
逐
わ
れ
た
の
は
、

教
師
に
髭
を
剃
る
こ
と
を
命
じ
た
の
も
、

こ
の
時
代
で
あ
る
。

さ
ら
に
『
イ
エ
ス
伝
』

（
一
八
五
一
ー
五
六
在
職
）
も
、
高
等
教
育
の
分
野
で
は
、
実
質
的
な
改
革
は

一
八
五

0
年
の
フ
ァ
ル
ー
法
も
、
高
等
教
育
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

一
方
で
、
公
教
育
評
議
会
の
常
設
部
会
を
解
散
し
て
大
学
人
を
追
い
出
し
、
集
権
的
な
行
政
を
進
め
た
。

に
三
つ
の
文
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
と
五
つ
の
理
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
を
新
設
し
た
り
、

取
得
者
・
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
で
二
年
間
の
講
義
経
験
）
を
定
め
た
り
、

科
と
医
科
の
学
生
を
文
科
と
理
科
の
講
義
に
出
席
さ
せ
た
り
、
教
授
に
三
年
周
期
で
講
義
を
ま
と
め
る

よ
う
義
務
づ
け
た
り
し
た
。

そ
の
意
図
は
、

S
の
生
理
学
講
座
は
、
第
二
帝
政
が
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に
設
け
た
唯
一
の
講
座
で
あ
る
。

に
よ
っ
て
新
し
い
聖
書
解
釈
を
提
示
し
た
エ
ル
ネ

(
7ー）

一
八
六
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

古
典
的
人
文
主
義
的
な
教
養
教
育
を
重
視
す
る
中
等
教
育
に
付
与
さ
れ
た
重
要
性
と
比
べ
て
、

な
か
っ
た
。
大
学
が
生
み
だ
す
科
学
研
究
の
効
用
と
い
う
も
の
に
、
議
会
や
産
業
界
の
名
士
た
ち
は
、

し
か
し
他
方
で
、

五
四
年

も
、
法
科
と
医
科
の
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
新
設
を
認
可
し
、
高
等
師
範
の
理
科
課
程
に
ル
イ
・
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル

を
任
命
し
て
科
学
研
究
を
振
い
興
そ
う
と
し
た
こ
と
以
外
に
は
、
重
要
な
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。

業
の
飛
躍
的
発
達
を
見
た
第
二
帝
政
期
は
、
中
等
以
下
の
レ
ベ
ル
で
、
産
業
界
を
中
心
に
職
業
的
な
技
術
教
育
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

そ
の
う
ね
り
は
高
等
教
育
ま
で
及
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
九
六

10-3•4- 624 (香法'91)



一九世紀フランスのファキュルテ（渡辺）

た
し
か
に
デ
ュ
リ
ュ
イ
は
、

ず
生
命
を
吹
き
こ
み
、
同
時
に
商
上
業
の
責
m
の
た
め
に
働
く
」

二
九
七

六
八
年
に
、
議
会
は
学
者
よ
り
工
場
を
重
視
し
、
純
理
よ
り
も
す
ぐ
に
役
立
つ
実
用
的
な
事
柄
に
の
み
執
心
し
て
い
る
と
不
満
を
記
し
て

な
教
育
観
は
、

い
る
。
こ
の
よ
う

一
八
八

0
年
代
で
も
な
お
存
続
し
て
い
た
。
そ
れ
は
高
等
教
育
局
長
の
デ
ュ
モ
ン
と
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・

フ
ラ
ン
ス
の
化
学
教
授
ベ
ル
ト
ロ
が
、
ド
イ
ツ
と
の
比
較
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
も
窺
い
う
る
。
デ
ュ
モ
ン

は
、
「
国
民
の
知
的
統
一
」
を
作
り
あ
げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
全
ド
イ
ツ
人
に
尊
敬
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
大
学
が
、
「
ド
イ
ツ
精
神
に
た
え

と
述
べ
た
。
ま
た
ベ
ル
ト
ロ
は
、
高
等
教
育
が
フ
ラ
ン
ス
産
業
の
物
質
的

利
益
と
も
関
係
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
「
金
融
家
を
驚
か
す
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、

て
建
設
し
て
い
る
研
究
所
や
実
験
室
は
、
「
一
種
の
知
的
工
場
」
で
あ
り
、

さ
ら
に
ド
イ
ツ
が
毎
年
、
多
額
の
予
算
を
計
上
し

的
と
し
て
お
り
、
化
学
染
科
の
発
見
と
化
学
工
業
の
発
達
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
成
果
は
私
企
業
に
す
ぐ
に
活
か
さ
れ
る
と
記
し
た
。

こ
の
よ
う
に
大
学
の
実
験
室
か
ら
生
ま
れ
る
研
究
成
果
が
、
産
業
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
を
、
す
な
わ
ち
「
科
学
の
経
済
的
役
割
」
を
、

ベ
ル
ト
ロ
が
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(14) 
こ。

と
も
あ
れ
一
八
六

0
年
代
初
め
ま
で
の
「
知
的
貧
困
の
時
代
」
に
、
終
止
符
を
打
つ
べ
く
登
場
し
た
の
が
デ
ュ
リ
ュ
イ
で
あ
っ

t

デ

ュ
リ
ュ
イ
の
大
臣
任
命
は
、
六
三
年
の
総
選
挙
で
共
和
勢
力
が
、

文
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
」
が
、

『
両
世
界
評
論
』

五
議
席
か
ら
一
七
議
席
へ
と
躍
進
し
た
こ
と
の
回
答
で
も
あ
っ
た
。

八
六
三
年
六
月
に
、
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
デ
ュ
リ
ュ
イ
が
公
教
育
大
臣
に
就
任
し
、
教
育
行
政
の
転
換
が
図
ら
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
改

革
派
の
教
授
た
ち
が
声
を
あ
げ
始
め
る
。
「
わ
が
高
等
教
育
が
招
い
た
批
判
の
す
べ
て
が
凝
縮
さ
れ
て
い
た
」
と
評
価
さ
れ
る
ル
ナ
ン
の
論

に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
六
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
デ
ュ
リ
ュ
イ
公
教
育
大
臣
の
登

場
と
ル
ナ
ン
論
文
の
公
表
に
よ
っ
て
、
改
革
の
気
運
は
一
気
に
高
ま
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
教
育
史
上
、
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。
し
か
し
か
れ
も
、
高
等
教
育
の
分
野
で
は
大
胆
な
こ

と
を
な
し
え
な
か
っ
た
。
何
と
い
っ
て
も
財
政
的
裏
づ
け
が
な
か
っ
た
し
、
穏
健
と
は
い
え
か
れ
の
リ
ベ
ラ
ル
で
反
教
権
的
な
信
条
に
た

こ
の
「
知
的
工
場
」
は
科
学
的
発
見
と
学
生
の
育
成
を
主
な
目

10---3•4 -625 (香法'91)



か
れ
は
、
高
等
教
育
の
研
究
環
境
を
整
備
し
、

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
に
経
済
地

い
し
て
、
保
守
派
の
抵
抗
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
大
臣
に
就
任
そ
う
そ
う
、

等
教
育
に
つ
い
て
は
わ
ず
か
「
眠
気
を
誘
う
た
る
み
を
矯
正
す
る
こ
と
」
、
と
一
項
目
し
か
な
か
っ
た
。
ま
ず
デ
ュ
リ
ュ
イ
は
、
現
状
を
確

さ
れ
た
。

一
八
六
五
年
か
ら
六
六
年
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
比
較
検
討
す
る
た
め
に

に
も
情
報
収
集
の
手
は
の
ば
さ
れ
た
。
大
使
や
領
事
な
ど
の
外
交
官
も
、

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
駐
在
の
副
領
事
は
、
こ
こ
の
大
学
に
つ
い
て
の
す
ば
ら
し
い
報
告
を
送
っ
て
き
た
。
ド
ゥ
ー
エ
文
科
フ
ァ

キ
ュ
ル
テ
の
教
授
が
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
も
し
た
。
こ
う
し
て
多
く
の
報
告
内
が
パ
リ
に
送
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
が
、

表
さ
れ
た
『
高
等
教
育
統
計
』
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
、
既
述
し
た
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
の
惨
状
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
デ
ュ
リ
ュ
イ
は
、
六
八
年
に
、
秘
書
で
歴
史
家
の
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ラ
ヴ
ィ
ス
を
高
等
教
育
制
度
を
比
較
す
る
た
め
に
ド
イ
ツ
ヘ
差
遣

し
て
も
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
前
に
デ
ュ
リ
ュ
イ
は
、
物
質
的
・
財
政
的
方
策
と
行
政
的
・
教
育
的
方
策
の
二
方
策
に
よ
っ
て
対
策
を
講
じ
た
。

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
に
自
治
を
与
え
る
方
向
で
行
動
を
開
始
す
る
。
自
治
の
面
で
は
す
で
に
六

三
年
七
月
に
、
教
授
職
の
任
命
と
解
任
と
い
う
大
臣
権
限
を
自
ら
制
限
し
、

(19) 

問
す
べ
き
と
し
た
。
研
究
面
で
は
、
教
授
に
「
実
験
室
」
と
「
真
の
学
生
」
を
与
え
る
努
力
が
な
さ
れ
た
。
当
時
、
「
実
験
室
」
は
「
科
学

の
兵
器
廠
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
や
ベ
ル
ト
ロ
、
そ
れ
に
ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
た
ち
の
た
め
に
、
研
究
所
の
建
設
や
実

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
公
教
育
評
議
会
の
特
別
委
員
会
に
諮

験
室
の
設
置
が
推
進
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
六
九
—
七

0
年
に
は
四
二
の
実
験
と
派
習
が
開
講
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。

法
科
に
殺
到
す
る
学
生
に
対
処
す
べ
く
、
（四）

;

]

 
J

O

 
O

、
リ
の
法
科
に
経
済
学
講
座
、

し
っ
し

t

ノ

ナ
ン
シ
ー
と
ド
ゥ
ー
エ
に
法
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
が
新
設
さ
れ
た
。
講
座
や
科
目
の
新
設
も
あ

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
医
科
に
臨
床
病
理
学
講
座
、

理
・
医
学
史
の
講
座
と
有
機
化
学
・
一
般
文
法
・
比
較
言
語
学
の
科
目
、
高
等
師
範
に
哲
学
史
講
座
、
東
洋
語
学
校
に
日
本
語
・
チ
ベ
ッ

一
八
六
八
年
に
公

外
国
（
イ
ギ
リ
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
・
ド
イ
ツ
）

こ
の
た
め
に
動
員

認
す
る
た
め
に
実
態
調
査
に
乗
り
だ
す
。

か
れ
は
皇
帝
に
教
育
改
革
の
指
針
を
し
た
た
め
た
が
、
高

二
九
八

10--:~-4- 626 (香法'91)



一九世紀フランスのファキュルテ （渡辺）

の
溝
は
深
か
っ
た
。

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
教
授
は
、
高
等
専
門
学
校
そ
の
他
の
教
授
や
行
政
の
ポ

ト
語
・
モ
ン
ゴ
ル
語
な
ど
の
科
目
が
新
し
く
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
危
険
な
学
問
」

と
さ
れ
て
い
た
哲
学
の
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
が
再
導
入
さ
れ
、
リ
セ
に
現
代
史
教
育
と
地
理

教
育
と
が
導
入
さ
れ
た
。
六
四
年
に
は
、
現
代
語

langues
vivantes (
ド
イ
ツ
語
・
英
語
）

の
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
も
設
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
ギ
リ
シ
ア
・
ラ
テ
ン
の
古
典
語
重
視
か
ら

医
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
に
た
い
し
て
は
、

（
％
）
 

て
、
講
義
科
目
の
増
加
を
図
っ
た
。

や
学
術
雑
誌
の
予
算
の
増
額
、

性
を
論
じ
て
い
た
。
し
か
し
不
幸
に
も
逼
迫
す
る
財
政
事
情
の
ゆ
え
に
、
デ
ュ
リ
ュ
イ
は
こ

池
の
応
用
研
究
を
奨
励
す
る
た
め
に
五
万
フ
ラ
ン
の
賞
を
設
け
た
り
、
気
象
台
を
建
設
す
る

一
八
六
九
年
に
デ
ュ
リ
ュ
イ
は
、
教
授
給
与
の
改
善
の
た
め
に
四
三
万
九
千
フ
ラ
ン
を
当

て
た
。

で
あ
る
。

『
高
等
教
育
統
計
』

ア
グ
レ
ジ
ェ

（
教
授
資
格
者
）

そ
れ
に
研
究
者
に
外
国
留
学
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
の
必
要

と
い
う
の
は
表
X
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
授
給
与
の
格
差
は
甚
だ
し
か
っ
た
か
ら

パ
リ
と
地
方
、
法
・
医
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
と
文
・
理
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
間
の
給
与
面

ス
ト
を
兼
任
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

そ
れ
が
収
入
増
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
地

こ
と
な
ど
し
か
な
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

れ
ら
の
方
針
に
そ
っ
て
行
動
し
え
な
か
っ
た
。

メ
キ
シ
コ
ヘ
の
学
術
探
検
や
、
ボ
ル
タ
の
電

デ
ュ
リ
ュ
イ
は

の
な
か
で
、
自
然
科
学
の
講
座
数
の
増
加
と
図
書
館

に
補
助
講
義
を
さ
せ

脱
却
す
る
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

1
¥
」、
1
1
 
¥++-こ、

-
J
i
/
-
I
s
i
 

二
年
間
の
病
院
実
習
を
義
務
づ
け
ら
れ
た

表x 1865年の教授給与（フラン）

二九九

法 科 医 科 理 科 文 科

固定給 臨時給 固定給 臨時給 固定給 臨時給 固定給 臨時給

ノ＜ リ 5,400 6,600 7,000 :3,022 7,500 5,000 7,500 5,000 

地 方
2,150 4,800- 1,201 680 68()~ 

::l,000 
4,400 5,000 1,815 

4,000 
2,637 

4,000 
2,637 

出典 Weisz, T伍 Emerf{ence... , p. 58. 

注：高等師範0)助教授で1200 7 000フ―フ/, コレージュ・ド・フランスで7,500フラ

ン，自然史博物館で7,500フランの給与が支給された。
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も
か
け
ず
に
作
り
だ
し
た
機
関
で
あ
っ
た
。

た
社
会
科
学
高
等
研
究
院
は
、

の
設
置
で
あ
る
。
高
等
研
究
院
は
今
日
も
存
続
し
、

医
科
の
教
授
は
、
文
科
と
理
科
の
教
授
よ
り
も
実
際
は
高
給
取
り
で
あ
っ
た
。

七
二
年
に
ポ
ー
ル
・
ベ
ー
ル
は
記
し
た
。
「
ド
イ
ツ
で
は
教
授
は
も
っ
と
も
名
誉
あ
る
公
務
員
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

（加）

で
も
あ
る
」
。

「
真
の
学
生
」
を
生
み
だ
す
努
力
も
報
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
医
科
と
法
科
を
除
き
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
存
在
し
た
学
生
と
は
、
少
数
の

学
士
号
や
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
の
受
験
生
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
デ
ュ
リ
ュ
イ
は
「
真
の
学
生
」
を
創
出
す
べ
く
、
中
等
師
範
学
校
を
作
る
よ

う
に
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
に
訴
え
た
。

育
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
は
聞
き
い
れ
な
か
っ
た
。

だ
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
時
期
、

t
(
｝
 

(
2
 

か
っ
た
の
で
あ
る
。

(28) 

あ
っ
た
。

方
の
教
授
は
、

こ
の
表
に
は
表
れ
て
い
な
い
が
、

そ
の
目
的
は
、
地
方
に
も
学
士
号
や
ア
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
の
受
験
生
を
生
み
だ
し
、

ソ
ル
ボ
ン
ヌ

L
の
―
二
人
の
教
授
は
、

一
八
六
五
年
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ

L
の
登
録
学
生
数
は
、

パ
リ
の
有
名
リ
セ
の
教
授
の
給
与
よ
り
低
か
っ
た
。

三

0
0

さ
ま
ざ
ま
な
副
業
の
あ
る
法
科
と

さ
ら
に
ド
イ
ツ
の
教
授
と
の
懸
隔
は
大
き
か
っ
た
。

し
ば
し
ば
高
給
取
り

そ
の
倍
ほ
ど
の
人
数
で
し
か
な
い
奨
学
生
の
た
め
に
何
も
し
な

四
0
人
で
あ
り
、
文
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
全
体
で
も
一

高
等
教
育
の
分
野
に
お
け
る
デ
ュ
リ
ュ
イ
の
最
大
の
功
績
は
、
何
と
い
っ
て
も
高
等
研
究
院

E
c
o
l
e
P
r
a
t
i
q
u
e
 d
e
s
 H
a
u
t
e
s
 E
t
u
d
e
s
 

フ
ラ
ン
ス
の
学
間
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

ア
ナ
ー
ル
学
派
の
拠
点
と
な
っ

こ
こ
の
第
六
部
が
分
離
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。
高
等
研
究
院
は
、

リ
の
学
術
研
究
を
調
整
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
研
究
者
を
与
え
る
べ
く
考
案
さ
れ
た
。
高
等
研
究
院
は
、
学
位
試
験
の
た
め
の
場
で
は
な
く
て
、

無
私
の
科
学
研
究
の
た
め
の
場
と
さ
れ
た
。
高
等
研
究
院
は
、
教
育
に
予
算
を
計
上
す
る
気
の
な
い
議
会
と
、
既
得
権
に
執
着
し
て
現
状

維
持
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
改
革
に
抵
抗
す
る
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
に
直
面
し
た
大
臣
が
、

「
一
本
の
ペ
ン
と
一
枚
の
紙
」
か
ら
、

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
も
、

す
な
わ
ち
経
費

こ
の
た
め
高
等
研
究
院
は
、
独
自
の
建
物
も
独
自
の
実
験
室
も
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
大
学 。ヽ、ノ

一
七
人
で

そ
の
課
題
は
高
等
師
範
で
十
分

フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
教

一
八

10 -3•4--628 (香法'91)



一九世紀フランスのファキュルテ（渡辺）

限
も
な
く
、

図
書
館
の
一
室
を
間
借
り
し
た
り
、
自
然
史
博
物
館
、

一
八
六
八
年
に
四
つ
の
部
門
を
も
っ
て
発
足
し
た
。
第
一
部
が
数
学
、
第
二
部
が
物
理
・
化
学
、
第
三
部
が
生
物
学
、

第
四
部
が
歴
史
・
文
献
学
を
担
当
し
た
。
こ
の
機
構
か
ら
二
つ
の
特
徴
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
自
然
科
学
の
重
視
、
第
二

に
唯
一
の
文
系
部
門
が
伝
統
的
な
文
学
・
古
典
で
は
な
く
て
、
歴
史
・
文
献
学
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
家
デ
ュ
リ
ュ
イ
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ヴ
が
、
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
い
う
の
も
デ
ュ
リ
ュ
イ
は
、
大
臣
就
任
そ
う
そ
う
に
、
歴
史
学
教
授
に
「
君
主
と
戦
争
の

芯

歴
史
」
を
放
棄
し
、
「
経
済
的
事
実
」
を
重
視
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
た
命
令
(
-
八
六
三
年
九
月
二
四
日
）
を
発
し
て
い
た
し
、
ま
た
か
れ

は
「
物
語
る
歴
史
は
芸
術
で
あ
り
、
法
則
の
も
と
に
現
象
を
説
明
し
分
類
す
る
歴
史
は
…
…
科
学
で
あ
る
」
と
い
う
実
証
主
義
的
な
歴
史

観
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
四
部
門
は
、
同
一
の
目
的
と
方
法
を
も
っ
た
。
高
等
研
究
院
は
、
科
学
研
究
と
理
論
研
究
の
追
究
に
貢
献
す
る
た
め
に
考
案

さ
れ
た
。
「
真
の
学
生
」
に
方
法
を
教
え
る
こ
と
が
眼
目
と
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
ド
イ
ツ
の
歴
史
家
ジ
ー
ベ
ル
が

(34) 

批
判
し
た
よ
う
に
、
結
果
の
み
が
教
え
ら
れ
過
程
や
方
法
が
教
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
実
習
p
r
a
t
i
q
u
e
」
と
い
う
名
は
斬

新
さ
を
狙
っ
て
命
名
さ
れ
た
が
、

そ
の
名
称
は
、
学
生
に
研
究
と
理
論
に
お
い
て
実
習
経
験
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
れ
は
い
わ

ば
「
方
法
は
理
論
よ
り
も
む
し
ろ
実
習
の
う
ち
に
存
す
る
」
と
い
う
、
デ
カ
ル
ト
精
神
の
具
現
で
も
あ
っ
た
。
か
く
し
て
高
等
研
究
院
は
、

フ
ラ
ン
ス
で
最
初
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
方
式
を
採
用
し
た
高
等
教
育
機
関
と
な
っ
た
。
教
育
と
研
究
の
自
由
が
与
え
ら
れ
て
い
た
し
、
年
齢
制

フ
ラ
ン
ス
人
に
も
外
国
人
に
も
開
か
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
初
期
に
は
、
男
子
学
生
の
み
入
学
が
許
さ
れ
た
。
人
試
は
な
か

っ
た
が
、
学
位
授
与
権
も
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
学
位
授
与
権
は
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
既
得
権
で
あ
り
、
そ
れ
を
侵
害
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
学
生
は
入
学
後
ふ
る
い
に
か
け
ら
れ
、
や
る
気
の
な
い
学
生
は
指
導
教
官
に
よ
っ
て
除
籍
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
高
等
研
究
院

高
等
研
究
院
は
、

る。

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
、
高
等
師
範
な
ど
の
実
験
室
を
借
用
し
た
の
で
あ

三

0
1
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ず
で
あ
る
。

(
3
)
 

(
l
)
 

あ
る
。

こ
ま
、

9
_
,
1
,
 

イ
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、

あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

第
二
帝
政
ま
で
の
教
育
改
革
が
実
を
結
ば
な
か
っ
た
一
因
は
、

学
界
の
支
持
を
欠
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
で

第
三
共
和
政
に
な
っ
て
活
か
さ
れ
る
は

ま
た
デ
ュ
リ
ュ
イ
の
改
革
は
、

デ
ュ
リ
ュ
イ
の
在
任
中

愛
国
主
義
の
問
題
と
も
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
際
、

改
革
の
指
針
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
の
が
、

デ
ュ
リ
ュ

て
改
革
の
必
要
性
と
緊
急
性
は
、

敗
戦
の
衝
撃
に
よ
っ
て
高
等
教
育
の
改
革
は
、

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
中
断
し
た
。

デ
ュ
リ
ュ
イ
の
改
革
は
遷
延
さ
せ
ら
れ
た
。

し
か
し
、

敗
戦
に
よ
っ

以
上
の
よ
う
に
、

八
人
、

講
義
数
二
八
＼
三

0
、

が
安
定
し
た
発
展
の
時
期
を
迎
え
る
の
は
、

一
八
七

0
年
代
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。

面）

双
書
は
五
七
冊
目
を
数
え
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

六

0
年
代
に
デ
ュ
リ
ュ
イ
に
よ
っ
て
奏
で
ら
れ
た
改
革
の
序
曲
は
、

さ
ら
に
普
仏
戦
争
に
よ
っ
て
、

よ
り
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

公
教
育
省
と
大
学
の
協
力
が
不
可
欠
な
こ
と
も
示
し
た
。

「
大
臣
と
大
学
人
と
の
間
に
侶
頼
と
友
情
の
絆
が
あ
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
教
訓
は
、

．
 

S
c
i
e
n
c
e
s
 

三

0
ニ学

問
の
問
題
で

一
八
竺
一
年
に
ド
イ
ツ
の
公
教
育
制
度
を
視
察
し
た
ク
ー
ザ
ン
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
全
士
に
散
在
す
る
貧
弱
な
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
無
力

に
病
み
お
と
ろ
え
た
こ
の
貧
弱
な
地
方
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
代
わ
り
に
、
学
問
の
一
大
中
心
を
も
っ
て
す
る
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
若
干
の
完
備
し
た

大
学
を
お
く
こ
と
を
急
ご
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
述
べ
て
い
た
。
『
世
界
教
育
史
大
系

26

大
学
史
』
前
掲
、
二
四
四
ペ
ー
ジ
。
な
お
七
月
王
政

期
に
は
、
ギ
ゾ
ー
と
ク
ー
ザ
ン
に
代
表
さ
れ
る
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
集
中
案
と
、
ヴ
ィ
ル
マ
ン
と
サ
ル
ヴ
ァ
ン
デ
ィ
に
代
表
さ
れ
る
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
分
散

案
と
が
対
立
し
て
い
た

(
T
r
e
n
a
r
d
,
op. 
cit., 
p. 4
4
6
.
)

。

(
2
)
 
G
e
o
r
g
e
 W
e
i
s
z
,
 
T
h
e
 A
n
a
t
o
m
y
 o
f
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 R
e
f
o
r
m
 1
8
6
3ー

1
9
1
4
,

Historical Reflections. 
7
 (
1
9
8
0
)
,
 
p. 3
6
6
.
 
*
年
上
は
ど
で
／
打
政
学
院
が

廃
校
に
な
っ
た
理
由
の
一
っ
は
、
中
級
の
公
務
員
養
成
を
目
的
と
し
て
い
た
法
科
フ
ァ
キ
ュ
ル
テ
の
反
対
で
あ
る

(
V
i
n
c
e
n
t

W
r
i
g
h
t
,
 
L
'
E
c
o
l
e
 

N
a
t
i
o
n
a
l
e
 d
'
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
 d
e
 1
8
4
8ー

1
8
4
9
,

R
塁
葵

hisI
ミ
ぇ
li
戸
2
5
5
,

1
9
7
6
,
 
p
p
.
 2
7ー

2
8
.
)

。
以
下
、
こ
の
雑
誌
を

R

H
と
略
記
す
る
。

P
i
e
r
r
e
 
R
a
i
n
,
 
L
'
E
e、（
）
[

e
 L
i
b
r
e
 
d
e
s
 

Politiques 
1
8
7
1
-
1
9
4
5
 

(Paris, 
1
9
6
3
)
;
 
P
i
e
r
r
e
 
F
a
v
r
e
,
 
L
e
s
 
s
c
i
e
n
c
e
s
 
d
'
E
t
a
t
 
e
n
t
r
e
 

六
九
年
七
月
に
、

一
八
八
三
年
に
は
、

デ
ュ
リ
ュ
イ
が
大
臣
を
解
任

第
四
部
だ
け
で
、

学
生
数
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(27) 
Liard, 
L
'
U
n
i
v
e
1、site
d
e
 R
ミ、塁

pp.
1
0
1ー

1
0
2
.

(28) 
G
e
i
g
e
r
,
 
op. 
cit., 
p. 3
4
9
.
 

(29)
高
等
研
究
院
の
設
立
経
緯
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
和
行
「
歴
史
家
の
誕
生
」
前
掲
論
文
、

複
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

一
八
六
九
年
に
第
五
部
「
経
済
学
・
行
政
学
」
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
計
画
だ
お
れ
で
実
現
に
い
た
ら
ず
、
一
八
八
六
年
に
第
五
部
と
し
て

心
示
教
学
」
が
設
け
ら
れ
た

(
L
~
~、i("
ミ～～・ミう
i[(lir(こ

i
pミ
焚

p.
1
8
2
.
)
。
そ
し
て
戦
後
の
↓
九
四
ヒ
年
に
、
第
六
部
「
経
済
・
社
会
科
学
」
が
設
け

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

(31)
第
四
部
の
ス
タ
ッ
フ
で
も
あ
っ
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
モ
ノ
ー
は
、
一
八
七
六
年
に
高
等
研
究
院
第
四
部
の
役
割
を
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
た
。
高
等
研
究
院

は
、
専
門
教
育
を
行
う
古
文
書
学
院
と
一
般
的
通
史
的
教
育
を
行
う
高
等
師
範
と
い
う
「
二
つ
の
学
校
の
間
に
有
効
な
絆
を
創
出
す
る
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
た
。

G
a
b
r
i
e
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M
o
n
o
d
,
 D
u
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r
o
g
r
窃

d
e
s
e
t
u
d
e
s
 h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
s
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n
 F
r
a
n
c
e
 d
e
p
u
i
s
 le 
X
V
I
e
 siecle, 
R
H
,
 1
 (
1
8
7
6
)
,
 

p. 3
3
.
 

(32) 
P
a
u
l
 G
e
r
b
o
d
 ̀
 L
a
 p
l
a
c
e
 d
e
 l'histoire d
a
n
s
 l
'
e
n
s
e
i
g
n
e
m
e
n
t
 
s
e
c
o
n
d
a
i
r
e
 d
e
 1
8
0
2
 
a
 1
8
 00 0
.
 

L
'
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 historique, 
2
7
 (
1
9
6
5
)
,
 
p. 

1
2
9
.
 
中
等
教
育
に
お
い
て
、
復
古
王
政
期
に
は
「
危
険
な
科
目
」
と
し
て
無
視
さ
れ
て
い
た
歴
史
学
も
、
一
八
四
五
年
に
は
、
主
要
な
科
目
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
歴
史
学
教
授
の
地
位
も
向
上
し
た
。
啓
蒙
的
な
歴
史
教
科
書
や
歴
史
の
方
法
・
歴
史
の
性
質
に
つ
い
て
の
哲
学
的
認
識
論
的
著
作
も
生
ま
れ

た
が
、
全
般
的
に
は
、
戦
争
史
や
文
学
的
修
飾
の
多
い
歴
史
書
が
多
か
っ
た
。
ル
ラ
ン
公
教
育
大
臣
も
、
歴
史
学
教
授
が
戦
史
に
執
着
し
て
い
る
こ
と
に

苛
立
ち
を
表
明
し
て
い
る

(Ibid.
、
pp.
1
2
6
-
1
2
7
,
 
1
2
9
.
)
。

(33) 
A
l
b
e
r
t
 d
u
e
 d
e
 Broglie, 
V
i
c
t
o
r
 D
u
r
u
y
,
 
R
D
M
 W
r
 fevrier 1
8
9
8
)
,
 

p. 5
5
1
.
 
こ
れ
に
た
い
し
て
息
子
の
ア
ル
ベ
ー
ル
・
デ
ュ
リ
ュ
イ
は
、
伝
統

的
な
歴
史
観
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
か
れ
は
「
中
等
教
育
に
お
け
る
歴
史
の
内
容
と
魅
力
は
、
戦
争
・
外
交
・
偉
人
や
名
将
の
才
能
に
よ
る
諸
国

の
領
域
形
成
の
勉
学
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。

A
•
D
u
r
u
y
,
 
L
a
 r
e
f
o
r
m
e
 d
e
s
 e
t
u
d
e
s
 classiques, 
pp. 8
5
8ー

8
5
9
.

(34) 
P
o
u
c
h
e
t
.
 
op. 
cit., 
p. 4
4
5
.
 

(35)
デ
カ
ル
ト
工
方
法
序
説
』
落
合
太
郎
訳
（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
二
年
版
）
六
ペ
ー
ジ
。

(36) 
A. D
u
r
u
y
 ̀
 L
a
 r
e
f
o
r
m
e
 d
e
 l
'
e
n
s
e
i
g
n
e
m
e
n
t
 superieur, 
p. 3
3
6
.
 
な
お
ロ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
一
八
六
八
年
―
二
月
の
時
点
で
、
第
四
部
の
学
生
は

六
四
人
で
あ
っ
た

(
J
e
a
n
R
o
h
r
 ̀v
i
c
f
o
r
D
u
r
u
y
’
m
i
n
i
s
t
r
e
 d
e
 ]1/apo!eon 
III, 
P
a
r
i
s
 ̀
 19
6
7
,
 
p. 1
1
9
.
)
。

(37) 
M
o
n
o
d
,
 POJ11、ails
et 
s
o
u
 ~ごenirs
(Paris, 
1
8
9
7
)
,
 

p. 1
3
0
.
 
デ
ュ
リ
ュ
イ
が
始
め
た
の
か
慣
習
と
し
て
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
デ
ュ
リ
ュ
イ

(30) 

三

0
五

三
七
ー
四
一
ペ
ー
ジ
。
以
下
の
記
述
に
際
し
て
、

旧
稿
と
や
や
甫

10--3•4-633 (香法'91)



こ
ゞ
、
t
ヵ

た
。
そ
れ
が
、

む

す

び

は
自
ら
、
E
催
す
る
夜
会
に
ノ
ル
マ
リ
ア
ン
を
招
待
し
、
未
来
の
フ
ラ
ン
ス
の
エ
リ
ー
ト
と
現
役
の
統
治
エ
リ
ー
ト
と
を
接
触
さ
せ
る
機
会
を
設
け
て
い

た
。
ア
ル
ベ
ー
ル
・
デ
ュ
モ
ン
は
、
そ
の
よ
う
な
夜
会
に
出
席
し
え
た
こ
と
の
感
激
を
綴
っ
て
い
る
。

Lavisse,
A
l
b
e
r
t
 D
u
m
o
n
t
,
 
RIE, 9
 (
1
8
8
5
)
,
 

p. 1
0
4
.
 

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
は
、
中
央
集
権
主
義
と
エ
リ
ー
ト
主
義
、
古
典
教
育
の
重
視
（
裏
を
か
え
せ
ば
技
術
教
育
の
軽
視
）
、
乏
し

い
教
育
予
算
な
ど
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
教
育
環
境
は
、
教
え
る
側
と
教
え
ら
れ
る
側
の
双
方
に
と
っ
て
劣
悪
で
あ
っ

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
の
惨
状
を
よ
ぎ
な
く
し
た
の
で
あ
る
。
デ
ュ
リ
ュ
イ
の
改
革
は
、
為
政
者
の
間
に
も
そ

の
よ
う
な
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
第
二
帝
政
は
、
抜
本
的
な
改
革
を
な
す
す
べ
も
な
く
、
普
仏
戦
争
の
敗
北
と
と

も
に
瓦
解
し
た
。
敗
戦
は
、
改
革
を
求
め
る
圧
力
を
増
大
さ
せ
た
。
医
学
教
育
の
発
達
に
よ
る
健
康
の
増
進
は
、
「
科
学
」
の
威
信
を
高
め

そ
れ
は
学
問
の
自
由
や
大
学
の
自
治
、
研
究
費
の
増
額
を
求
め
る
改
革
派
の
要
求
に
悼
さ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
帝
政
下
で
奏
で
ら
れ
た
改
革
の
序
曲
は
、
第
三
共
和
政
へ
と
も
ち
こ
さ
れ
た
。
デ
ュ
リ
ュ
イ
の
改
革
指
針
は
、

で
改
革
の
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
役
立
て
ら
れ
た
。

共
和
派
の
教
授
た
ち
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
新
た
に
タ
ク
ト
を
振
っ
た
の
が
、

「
科
学
」
と
「
祖
国
」
と
「
自
由
」
を
重
視
す
る

か
く
し
て
第
三
共
和
政
期
の
教
育
改
革
の
俳
優
と
舞
台
の
条
件
は
整
っ
た
の
で
あ
る
。

三

0
六

共
和
政
下
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